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1. 経営成績等の概況 

（1）当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続き、景気は緩やかな回復基調で推移しました

が、年明け以降、米中間の貿易摩擦の長期化に伴う中国経済の減速や、海外経済の不確実性などもあり、先行き不

透明な状況となっております。 

このようななか当社グループにおいては、国内での樹脂コンパウンドおよび樹脂用着色剤の堅調な需要を背景に年

度前半は概ね予定どおりの業績となりましたが、今年初からの需要の低迷により、当連結会計年度の当社グループの

売上高は 459 億１千６百万円（前期比 0.6％減）、経常利益は８億８千４百万円（前期比 19.3％減）、親会社株主に帰

属する当期純利益は５億５千４百万円（前期比 18.2％減）となりました。 

当社グループのセグメント別の業績は次のとおりであります。 

「日本」 

国内部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、米中間の貿易摩擦による中国経済の減速の影響により昨年度よ

り牽引してきた自動車産業用途を始め全般的に販売に陰りが見え、秋口以降在庫調整局面に入り、部門営業利益は

昨年を下回りました。 

樹脂用着色剤部門は、国内自動車向けおよび一部のフィルム関連は堅調に推移しましたが、繊維関連等の伸び悩

みの影響を受け、部門営業利益は昨年を下回りました。 

加工カラー部門は、建材産業向け等が伸び悩み想定を下回ったほか、中国経済減速の影響も受け部門営業利益

は昨年を下回りました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は271億９千２百万円（前期比3.3％増）、営業利益は５億１千７百万円（前期比

13.8％減）となりました。 

「東南アジア」 

東南アジアは、前期に続き家電産業向けの受注が堅調であったものの、自動車産業向けで伸び悩んだことから全

体としては販売減となりました。当連結会計年度の売上高は、179 億６千３百万円（前期比 6.1％減）となりましたが、販

売構成等の影響もあり営業利益は４億６百万円（前期比 7.1％増）となりました。 

「その他」 

その他は、中国での日系自動車関連の受注の回復もあり、当連結会計年度の売上高は７億５千９百万円（前期比

3.5％増）となり、営業利益は２千２百万円（前期営業損失４千１百万円）となりました。 

（２）当期の財政状態の概況 

資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計期間の総資産は327億５百万円と前期末の310億７千７百万円に比べ16億２千７百万円の増加となりまし

た。 

資産のうち流動資産は159億７千１百万円と前期末の153億２千１百万円に比べ６億４千９百万円の増加となりました。

この主な要因は現金及び預金が６億１千８百万円、製品が３億９千２百万円、および原材料及び貯蔵品が２億３千７百

万円それぞれ増加し、受取手形及び売掛金が５億６千２百万円減少したことなどによるものです。固定資産は167億３

千４百万円と前期末の157億５千６百万円に比べ９億７千７百万円の増加となりました。この主な要因は有形固定資産

が11億９千７百万円増加し、投資有価証券が３億９百万円減少したことなどによるものです。 
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負債合計は185億１千９百万円と前期末の168億４千５百万円に比べ16億７千３百万円の増加となりました。負債のう

ち流動負債は129億４千６百万円と前期末の130億９千万円に比べ１億４千４百万円の減少となりました。この主な要因

はその他が２億６千６百万円増加し、支払手形及び買掛金が４億８百万円減少したことなどによるものです。固定負債

は55億７千３百万円と前期末の37億５千４百万円に比べ18億１千８百万円の増加となりました。この主な要因は長期借

入金が18億５千４百万円増加したことなどによるものです。 

純資産合計は 141 億８千５百万円と前期末の 142 億３千１百万円に比べ４千５百万円の減少となりました。この主な

要因は利益剰余金が４億２千８百万円増加し、その他有価証券評価差額金が１億１千６百万円、為替換算調整勘定

が２億８千６百万円、非支配株主持分が４千８百万円それぞれ減少したことなどによるものです。 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期に比べ６億２千８百万

円増加し 23 億５千万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において営業活動による資金の収入は前期と比べ７千４百万円減少し、13 億１百万円となりました。

これは、税金等調整前当期純利益の減少などによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において投資活動による資金の支出は前期と比べ 14 億４千５百万円増加し、25 億２千万円となり

ました。これは有形固定資産の取得による支出が 13 億５千３百万円増加したことなどによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において財務活動による資金の増加は 18 億７千９百万円となりました。前期は３億２千万円の減

少でした。 

（４）今後の見通し 

今後の我が国経済の見通しにつきましては、2019 年 10 月に予定されている消費税増税の影響、米中間の貿易摩

擦や英国のＥＵ離脱問題等、当面、景気減速の継続が予想されます。このような状況のなか、当社グル－プは中期経

営計画“Challenge2020”の４年目として自社製品の拡販・採算性の改善などに引き続き注力し、2020 年３月期の見通

しは、売上高は 464 億円、経常利益は 10 億４千万円、親会社株主に帰属する 当期純利益は５億５千万円を見込ん

でおります。 

２. 会計基準の選択に関する基本的な考え方  

当社グループは日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際財務報告基準の適用につきまして

は、国内外の諸情勢を踏まえ、検討を進めていく方針であります。 
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（５） 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　 　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用に伴う変更）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当連結会計年度の期首から適用して

おり、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」に表示していた157,323千円は、「投資

その他の資産」に含めております。

なお、同一納税主体の繰延税金資産と繰延税金負債を相殺して表示しており、変更前と比べて総資産が193,212千円減少して

おります。

（セグメント情報）

1.報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定

及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主に合成樹脂着色及び着色剤の製造販売をしており、国内においては当社が、海外においては東南アジア(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰ

ﾙ、ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）地域をNippon Pigment（Ｓ）Pte.Ltd.、Nippon Pigment(M)Sdn Bhd、P.T.Nippisun Indonesia の現地法人が

担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位でありますが、Nippon Pigment(S)Pte.Ltd.が東南アジア地区子会社の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、合成樹脂着色及び着色剤の製造販売を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「東

南アジア」の2つを報告セグメントとしております。

2.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2017年4月1日　至　2018年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 26,327,738 19,136,398 45,464,136 733,675 46,197,812 - 46,197,812

　セグメント間の内部

   売上高又は振替高

26,635,630 19,136,525 45,772,155 750,028 46,522,184 △ 324,372 46,197,812

セグメント利益又は損失（△） 600,962 379,281 980,244 △ 41,907 938,336 - 938,336

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自　2018年4月1日　至　2019年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 27,192,947 17,963,474 45,156,421 759,618 45,916,040 - 45,916,040

　セグメント間の内部

   売上高又は振替高

27,635,615 17,963,474 45,599,089 904,911 46,504,001 △ 587,960 45,916,040

セグメント利益 517,883 406,082 923,965 22,568 946,534 - 946,534

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

報告セグメント

報告セグメント

計

計

調整額
　その他
（注1）

合計
連結損益計算書
計上額（注2）

連結損益計算書
計上額（注2）

　その他
（注1）

合計 調整額

-

-

587,960 △ 587,960442,667 0 442,667 145,293

307,892 127 308,019 16,353 324,372 △ 324,372
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額 8,462.14円 8,464.51円

431.58円 353.06円

(注） 1.　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

2.　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 677,718 554,318

677,718 554,318

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,570 1,570

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（千円）

前連結会計年度 当連結会計年度

（自　2017年4月1日 （自　2018年4月1日

項目 　　至　2018年3月31日） 　　至　2019年3月31日）

１株当たり当期純利益

（自　2018年4月1日

当連結会計年度

　　至　2019年3月31日）

前連結会計年度

（自　2017年4月1日

項目 　　至　2018年3月31日）
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